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福島原子力発電所事般による農産物の出荷停止講義び!こ

鳳帯被替に指する緯慣に関する緊急襲諦 

E臣家智駐カ議鳥.1原発から放泌された放射盤電信貨による農建物汚染が書室大す

る中で、政府は 3il21閥、食品衛生去の曹定議滞債を超える放射性物質が後

出されたととから、原子力 3隊機対集特別措置畿に纂づ〈措置として、福島県な

ど4集1::.'"ウレンソウ、カキナ、諸島県穫の販混の出街停止を翁添いたしま

した盆

夫議事1(0複容に鍍き、案書案君臨カ箆子力録音鹿続放射絵貌糞0)1署員長による泌後停

止と厳務省産容が露大し、 w著者線路になったホウレンソウやカキナ以外でも室長や

野薬、〈だもの、牛肉など、厳衛産物の買い亭がつかず篭晶や完賀線級の破棄、

自i;ft援奇などが相次いでおり、凝集者Iま手塩にかけて育てたもの畿、自らが廃

棄処分するという、むなしい立壌に遣い込家れ、*t:、先行委不透畷iきから〈
る不安とやり議のない怒りに怨音量れて怠り家1"0

事長a 5左翼5'(0.震で除、牛車の出著書がで会ず、廃棄幾分3をしているだけでな〈、 

である牛挽の阪寝代金が入らず、農業収入が会〈途絶えた中で、続料代や議事専

代、人件鍵などの支払いf余儀な〈されており、収入の道を断たれ、経営を篇 

1する ζとができないところ家で追い込まれており*~れ

ままと、お占与や獲量E‘養鶏など、畜産経営も襲警織の急復約状訟にありま1"D

さらに一方では、楽や襲警濃の作付け涛認を滋it.、 Afl'!君"をfl'!i守けして大丈夫

なのか、利隆や霊f~震を重量織して設会!こ食べることがで考るのか、後療に鯵響はな

いのか、作ったものが阪J!~$るのか.作っても食べること、売るととができ

ないもぬいして、酬や鯨鵬、労カなど、多額の酬をかけて作って

いいのか。といラ調書!i(O跨線香E迎えております。

薬草臣官際会議aanIi~農家放による量量産事障の紋遣す偉績実湾祭陰、漁獲、津震に
よる被穫であると胃障に人災であります.麗の後獲で蕗警捜綴必殺室長をしてい

る以上‘その被害の摘僚について筒が責径を事寄って対応すべきものであります。

国除、闘民の安全確保奮闘るとともに、隠 *IU障を守り、強調陸轡が希望を持

って安心して車業を鏡けることができるよラ専念1::.下記事項についてその方策

と実行手段を聾え実施され3設す之とを重量〈要援をいたします。


